
日本フッソ工業
　
日
本
フ
ッ
ソ
工
業
は
「
新
た
な
フ

ッ
素
樹
脂
ラ
イ
ニ
ン
グ
技
術
の
応

用
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
展
示
す
る
。

「
フ
ッ
素
樹
脂
焼
付
ラ
イ
ニ
ン
グ
製

　
シ
ェ
ル
＆
チ
ュ
ー
ブ
式
熱
交
換

器
」
の
ほ
か
、
新
し
い
フ
ッ
素
樹
脂

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ニ
ン
グ
施
工

技
術
や
非
フ
ッ
素
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
技
術
を
紹
介
す
る
。

　
具
体
的
に
は
硬
質
系
非
粘
着
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
「
Ｎ
Ｆ
Ｘ
―
５
１
３
１
、

厚
膜
Ｐ
Ｆ
Ａ
樹
脂
焼
き
付
け
ラ
イ
ニ

ン
グ
「
Ｎ
Ｆ
Ｘ
―
２
１
７
７
」
、
メ

タ
ル
溶
出
防
止
＋
帯
電
防
止
フ
ッ
素

樹
脂
焼
き
付
け
ラ
イ
ニ
ン
グ
「
Ｎ
Ｆ

Ｘ
―
３
０
０
０
Ｅ
Ｃ
」
、
耐
フ
ッ
酸

・
耐
食
用
フ
ッ
素
樹
脂
焼
き
付
け
ラ

イ
ニ
ン
グ
「
Ｎ
Ｆ
Ｘ
―
３
６
５
０
Ｅ

Ｃ
Ｔ
」
な
ど
を
展
示
す
る
。

新東工業
　
新
東
工
業
は
幅
広
い
粘
度
の
原
料

に
対
応
し
、
短
時
間
で
分
散
処
理
が

可
能
な
「
遠
心
デ
ィ
ス
ク
ミ
キ
サ
ー

搭
載
ス
ラ
リ
ー
分
散
シ
ス
テ
ム
」
を

出
展
す
る
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
分
散
度
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
原
料
の
均
一
分
散
を
可
能

に
す
る
同
社
独
自
の
先
進
技
術
で
あ

る
。
使
用
す
る
原
料
の
性
質
に
応
じ

て
、
デ
ィ
ス
ク
の
形
状
・
回
転
数
・

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
原
料
の
循
環
容
量

と
循
環
回
数
を
調
整
し
、
ユ
ー
ザ
ー

の
用
途
に
最
適
な
分
散
を
実
現
す

る
。

　
同
社
で
は
少
量
の
ス
ラ
リ
ー
分
散

や
設
備
導
入
前
の
試
作
・
検
証
な
ど

を
行
う
実
証
テ
ス
ト
を
受
け
付
け
て

い
る
。

村上技研産業
　
村
上
技
研
産
業
は
創
業
以
来
先
進

の
技
術
、
先
駆
の
開
発
思
想
を
第
一

義
と
し
、
各
種
セ
ン
サ
ー
を
研
究
開

発
し
て
い
る
。
好
評
を
得
た
多
く
の

製
品
で
、
産
業
界
に
確
固
た
る
地
位

を
築
い
て
い
る
。

　
同
社
の
新
製
品
「
可
燃
性
ガ
ス
検

知
装
置
Ｇ
Ａ
Ｓ
―
３
Ｗ
」
は
安
全
を

重
視
。
ガ
ス
検
知
時
に
爆
発
を
防
止

す
る
た
め
、
検
知
装
置
の
電
源
を
遮

断
し
た
上
で
検
知
信
号
を
出
し
続
け

ら
れ
る
。

　
水
素
、
メ
タ
ン
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

な
ど
あ
ら
ゆ
る
可
燃
性
ガ
ス
に
対
応

で
き
る
。
応
答
性
は
２
・
５
秒
以
内

と
素
早
く
、
水
素
の
場
合
、
濃
度
１

・
５
％
で
検
知
す
る
。

　
寸
法
は
縦
×
横

、
奥
行
き

は

。
ガ
ス
充
填
所
や
貯
蔵

所
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
向
け
に
有
効
で

あ
る
。

Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
１
１
日
（
火
）
日
（
金
）
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

山村さん

丸紅中
国
で
食
料
事
業
拡
大相

次
ぎ
大
型
提
携
戦
略

内
需
を
取
り
込
む
日
本
の
技
術
注
入

　
丸
紅
が
中
国
で
食
料
事
業
の
拡
大
を
加
速

し
て
い
る
。
中
国
最
大
級
の
農
牧
企
業
、
食

品
メ
ー
カ
ー
と
の
大
型
提
携
を
次
々
に
ま
と

め
、
事
業
基
盤
を
着
々
と
強
化
。
日
本
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
注
入
し
、
成
長
国
の
内
需

の
取
り
込
み
を
進
め
て
い
る
。
経
済
成
長
に

伴
い
需
要
拡
大
が
見
込
め
る
中
国
の
食
ビ
ジ

ネ
ス
。
食
料
部
門
に
強
み
を
持
つ
丸
紅
が
、

成
長
市
場
で
そ
の
実
力
を
発
揮
し
て
い
く
。

大
友
裕
登

提携先の旺旺本社ビル

　
２
０
１
０
年

月
、
中
国

最
大
級
の
農
牧
企
業
、
山
東

六
和
集
団
と
の
戦
略
提
携
に

合
意
。
飼
料
、
畜
産
、
食
品

加
工
を
手
が
け
る
六
和
集
団

と
の
提
携
の
狙
い
は
「
飼
料

畜
産
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
化
」

岡
野
良
治
畜
産
部

副
部
長

だ
。

　
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
化

と
は
穀
物
・
飼
料
か
ら
食
肉

加
工
品
ま
で
の
一
連
の
業
務

を
一
貫
し
て
手
が
け
る
こ
と

を
指
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
生
産

最
適
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

と
食
の
安
心
・
安
全
の
確

保
。
経
済
成
長
に
伴
い
現
地

で
肉
食
文
化
が
浸
透
す
る

中
、
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

事
業
モ
デ
ル
を
高
度
化
し
、

収
益
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
と
く
に
食
の
安
全
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
中
国
国

内
で
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、
消
費
者
の
意
識

が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
と

い
う
。
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
ー

追
跡
可
能
性

を
通

じ
て
食
の
安
全
・
安
心
を
確

保
、
「
付
加
価
値
」

岡
野

副
部
長

と
し
て
市
場
に
訴

求
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
提
携
案
件
と
し
て
、

年

４
月
に
六
和
集
団
傘
下
の
青

島
田
潤
食
品
へ
の
出
資
を
決

め
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
推
進
。
さ
ら
に
日
本

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
注
入

し
、
成
長
拡
大
を
狙
う
。

　
中
国
市
場
へ
の
攻
勢
は
続

く
。
今
年
７
月
に
、
中
国
最

大
の
食
品
メ
ー
カ
ー
、
旺
旺

ワ
ン
ワ
ン

グ
ル
ー
プ
と

の
戦
略
提
携
を
合
意
。
翌
８

月
に
は
、
両
社
と
な
と
り
の

３
社
に
よ
る
合
弁
会
社
設
立

を
決
め
た
。
こ
の
第
１
号
案

件
は
旺
旺
グ
ル
ー
プ
が
な
と

り
の
商
品
力
に
惚
れ
込
み
、

丸
紅
が
進
出
を
仲
介
し
た
。

　
な
と
り
の
案
件
に
つ
い
て

海
外
食
品
部
の
田
中
友
晴
副

部
長
は
「
日
本
の
技
術
を
使

っ
て
、
中
国
の
内
需
を
取
り

込
む
」
と
戦
略
を
明
か
す
。

　
中
国
市
場
は
そ
の
成
長
力

ゆ
え
に
競
争
が
激
し
さ
を
増

し
て
お
り
、
戦
略
を
持
っ
て

臨
ま
な
け
れ
ば
勝
ち
残
り
は

難
し
い
。
丸
紅
が
取
り
組
ん

だ
の
は
強
力
な
販
売
網
を
も

つ
現
地
企
業
と
、
成
長
市
場

で
の
拡
大
を
狙
う
技
術
力
の

あ
る
日
本
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
。
早
期
で
の
収
益
が
見
込

め
る
枠
組
み
を
構
築
し
、
パ

ー
ト
ナ
ー
の
企
業
価
値
向
上

を
後
押
し
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
の
案
件
も
仕
込

中
で
、
「
日
本
の
企
業
を
羽

ば
た
か
せ
る
た
め
に
知
恵
を

絞
っ
て
い
る
」

田
中
副
部

長

。

　
中
国
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
が

求
め
る
の
は
収
益
拡
大
の
方

策
。
丸
紅
の
事
例
か
ら
日
本

の
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
、
商
品
力

に
対
す
る
評
価
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
。
今
後
も

日
本

力

を
武
器
に
、
中
国
内
需

の
取
り
込
み
を
進
め
る
。

　
ノ
ー
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ

東
京
都
中
央
区
、
塩
村
仁
社
長
、
０
３
・
５
６
５
１
・
１
１
６
０

は
、
オ
ー
フ
ァ
ン
ド

ラ
ッ
グ

希
少
疾
病
用
医
薬
品

や
が
ん
領
域
な
ど
、
創
薬
ニ
ー
ズ
が
高
い
分
野
に
対
し
、
２
０
１
３
年
度
末
ま
で

に
国
内
で
最
大

製
品
の
販
売
を
目
指
す
。
ほ
と
ん
ど
が
海
外
で
認
可
を
受
け
た
製
品
の
た
め
、
臨
床
試
験

治

験

も
円
滑
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
製
品
の
拡
充
に
よ
り
、

年
度
売
上
高
は

年
度
見
込
み
の
２
・
３
倍
の
１

０
０
億
円
、
当
期
利
益
は
同

倍
の

億
円
を
狙
う
。

が
ん
領
域
・
希
少
疾
病
医
薬
品
ノ
ー
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ
が
投
入
売
上
高
１
０
０
億
円
目
指
す
年
度
め
ど
製
品

マンション主要６社の
年３月期売上計上予定戸数
と９月末時点の契約進捗率

社　名 売上計
上戸数

契　約
進捗率

三井不動産 戸
戸 ％

三菱地所 戸 ％

住友不動産 戸 ％

大　京 戸
戸 ％

野村不動産
ＨＤ

戸
戸 ％

東急不動産 戸 ％

※カッコ内は期初計画比増減
はマイナス。住友と野村はマ
ンションと一戸建て分譲を合
計した戸数と契約進捗率

今
期
販
売
が
好
調
大
京
・
野
村
不
が
上
方
修
正
マ
ン
シ
ョ
ン
主
要
６
社

眼
科
機
器
、
短
時
間
で
修
理
ニ
デ
ッ
ク
が
サ
ー
ビ
ス
１
３
年
３
月
め
ど
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新

心
電
図
、
５
分
で
解
析
来
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
東
レ
・
メ
デ
ィ
カ
ル

　　 ２０１１年 平成２３年 １１月１６日 水曜日 　　 （ ）

戦
略
を
練
り
直
し

　
▽

ミ

ス
タ
ー
ド
ー

ナ
ツ

で
５

月
に
発
売
し

た
油
で
揚
げ

な
い
ド
ー
ナ
ツ

焼
き
ド

が
、
計
画
の
半
分
以
下
の
売

れ
行
き
だ
っ
た
」
と
、
悔
し

が
る
の
は
ダ
ス
キ
ン
社
長
の

山
村
輝
治
さ
ん
。
９
月
末
ま

で
で
売
り
上
げ

億
円
を
計

画
し
て
い
た
。

　
▽

販
売
不
振
の
原
因
を

「
新
製
品
の
た
め
価
格
を
１

２
５
円
前
後
と
、
従
来
品
よ

り
高
め
に
設
定
し
て
い
る
こ

と
」
と
分
析
。
「
ま
た
、
焼

い
た
ド
ー
ナ
ツ
は
油
で
揚
げ

た
も
の
よ
り
も
小
さ
く
見
え

割
高
な
印
象
と
な
っ
た
よ
う

だ
」
と
も
。

　
▽

「
価
格
を
下
げ
る
か

商
品
形
状
を
変
え
る
か
。
下

期
中
に
戦
略
を
練
り
直
す
」

と
し
、
揚
げ
な
い
ド
ー
ナ

ツ
の
売
り
上
げ
を
い
か
に

上
げ
る

か
、
頭
を
ひ
ね

る
。

　
【
名
古
屋
】
ニ
デ
ッ
ク

愛
知
県
蒲
郡
市
、
小
沢
素

生
社
長
、
０
５
３
３
・
６
７

・
６
６
１
１

は
、
２
０
１

３
年
３
月
を
め
ど
に
短
時
間

で
完
了
す
る
眼
科
医
療
機
器

の
修
理
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

る
。
受
け
付
け
か
ら
病
院
な

ど
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

所
要
時
間
を
従
来
平
均
の
半

分
の

時
間
以
内
と
す
る
と

と
も
に
、
修
理
ス
タ
ッ
フ
の

技
術
力
向
上
で
作
業
時
間
も

短
縮
す
る
。

　
同
社
は
角
膜
手
術
装
置
や

眼
圧
測
定
装
置
な
ど
を
手
が

け
る
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
現

在
と
同
じ
だ
が
、
時
間
を
短

縮
す
る
。

　
現
場
到
着
ま
で
の
準
備
時

間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
情

報
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
。

部
品
交
換
や
修
理
な
ど
の
履

歴
検
索
を
、
機
器
ご
と
に
閲

覧
で
き
る
よ
う
す
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
故
障
の
原
因
が
探

り
や
す
く
な
り
、
短
時
間
で

対
策
を
立
て
ら
れ
る
。

　
現
場
作
業
時
間
の
短
縮
に

向
け
て
、
す
で
に
各
支
店
で

は
売
れ
筋
の
機
種
や
作
業
者

が
修
理
に
時
間
を
要
す
る
機

種
を
中
心
に
研
修
を
始
め

た
。

　
さ
ら
に
首
都
圏
と
関
西
地

区
の
一
部
で
県
境
を
越
え
て

修
理
人
員
を
派
遣
す
る
体
制

と
し
た
。
こ
れ
ら
で
修
理
時

間
を
短
縮
し
、
顧
客
満
足
度

を
上
げ
る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
主
要
６
社
の

販
売
が
好
調
だ
。
三
菱
地

所
、
大
京
、
野
村
不
動
産
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
３
社
は

す
で
に
９
月
末
で
今
期
売
り

上
げ
計
上
予
定
戸
数
の

―

％
を
契
約
済
み
。
東
日
本

震
災
に
よ
る
消
費
者
の
購
買

意
欲
減
退
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
遅
延
は
限
定
的
で
、
大
京

と
野
村
不
動
産
は
計
上
戸
数

を
上
方
修
正
し
た
。

　
「
１
次
取
得
者
中
心
に
購

入
意
欲
は
底
堅
い
」

加
藤

譲
三
菱
地
所
常
務

と
、
各

社
の
声
は
明
る
い
。
三
井
不

動
産
は
震
災
の
工
期
影
響
を

精
査
し
計
上
戸
数
を
下
方
修

正
し
た
が
契
約
は
順
調
だ
。

今
後
、
各
社
は
需
要
の
旺
盛

な
東
京
都
内
へ
の
注
力
を
強

め
て
い
く
。
住
友
不
動
産
と

東
急
不
動
産
は
今
秋
、
都
内

に
相
次
い
で
マ
ン
シ
ョ
ン
総

合
情
報
施
設
を
開
設
。
野
村

不
動
産
は
低
価
格
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
、
都
心
郊
外
部

で
の
供
給
を
増
や
す
。

　
不
動
産
経
済
研
究
所
が

日
発
表
し
た

月
の
首
都
圏

マ
ン
シ
ョ
ン
発
売
戸
数
は
前

年
同
月
比
９
・
３
％
減
の
３

３
７
２
戸
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
れ
は
大
手
企
業
が
手
持
ち

物
件
の
販
売
を
優
先
し
、
大

型
物
件
の
発
売
を
遅
ら
せ
た

こ
と
が
原
因
の
よ
う
だ
。

「
初
月
契
約
率
は

％
を
超

え
て
お
り
、
市
場
が
悪
化
し

て
い
る
と
は
認
識
し
て
い
な

い
」

同
研
究
所

。
た

だ
、
円
高
な
ど
の
影
響
で

「
消
費
者
の
意
思
決
定
が
遅

く
な
っ
て
い
る
」

木
村
司

大
京
専
務

と
市
場
の
弱
含

み
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。

　
足
元
で
は
建
設
技
術
者
賃

金
や
一
部
資
材
で
値
上
が
り

の
兆
し
が
見
え
る
。
マ
ン
シ

ョ
ン
施
工
管
理
技
術
者
派
遣

大
手
の
夢
真
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
「
復
興
の
本
格
化
で

首
都
圏
の
技
術
者
が
空
洞
化

す
る
」

経
営
企
画
部

と

見
て
、

年
９
月
期
の
建
設

技
術
者

経
験
者

派
遣
単

価
は
前
期
比
３
・
６
％
上
昇

と
予
想
。

年
度
以
降
、
建

築
費
上
昇
が
各
社
の
収
益
に

影
響
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

　
事
業
の
拡
大
に
と
も
な

い
、
人
員
も
拡
充
す
る
。
現

状
は
約
１
４
０
人
。
医
薬
情

報
担
当
者

Ｍ
Ｒ

を
中
心

に
採
用
を
積
極
化
し
、

年

に
最
大
２
５
０
人
体
制
に
す

る
。
営
業
面
は
大
学
病
院
を

中
心
に
、
神
経
内
科
、
小
児

科
、
が
ん
領
域
を
中
心
に
フ

ォ
ロ
ー
す
る
。

　
開
発
状
況
で
は
、

年

月
ま
で
に
６
品
目
が
承
認
申

請
を
予
定
す
る
。
う
ち
４
種

が
希
少
疾
病
用
医
薬
品
。
開

発
は
補
助
金
な
ど
を
利
用
し

つ
つ
、
積
極
的
に
投
資
す

る
。
医
薬
品
の
開
発
ニ
ー
ズ

が
高
い
も
の
が
多
い
。
が
ん

の
治
療
や
手
術
時
に
使
う
薬

が
３
品
目
あ
る
ほ
か
、
未
熟

児
無
呼
吸
発
作
、
膵
・
消
化

管
神
経
内
分
泌
腫
瘍
の
治
療

薬
の
治
験
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
次
の
世
代
の
創

薬
で
は
、
新
た
な
概
念
や
、

欧
米
で
も
承
認
を
受
け
て
い

な
い
よ
う
な
リ
ス
ク
の
高
い

薬
に
も
挑
戦
す
る
。

　
ノ
ー
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ
は

年
に
設
立
し
た
。
開
発
型
の

医
療
用
医
薬
品
製
造
企
業

で
、
海
外
で
認
可
を
受
け
た

希
少
疾
病
用
医
薬
品
、
難
治

性
疾
患
薬
な
ど
を
得
意
と
す

る
。自

転
車
向
け
保
険

セ
ブ
ン
、全
店

で
取
り
扱
い

　
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
は

日
か
ら
全
店
で

「
自
転
車
向
け
保
険
」
の
取

り
扱
い
を
始
め
る
。
最
近
で

は
自
転
車
通
勤
な
ど
の
増
加

に
伴
い
、
自
転
車
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
も
多
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
。
同
保
険
の
引
き
受

け
保
険
会
社
は
三
井
住
友
海

上
火
災
保
険
で
１
年
間
の
保

険
料
は
個
人
型
が
４
７
６
０

円
。

　
補
償
内
容
は
傷
害
死
亡
・

後
遺
障
害
保
険
金
額
が
４
０

０
万
円
、
傷
害
入
院
保
険
金

日
額
が
６
０
０
０
円
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
店
頭
の
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
を
操
作
し
て
申
し

込
み
、
レ
ジ
で
保
険
料
を
支

払
う
。

　
東
レ
・
メ
デ
ィ
カ
ル

千

葉
県
浦
安
市
、
田
中
資
長
社

長
、
０
４
７
・
７
０
０
・
７

５
１
１
は

日
、米
プ
レ
ミ

ア
ハ
ー
ト
が
開
発
し
た
心
電

図
デ
ー
タ
解
析
支
援
サ
ー
ビ

ス
Ｍ
Ｃ
Ｇ
解
析
サ
ー
ビ
ス

を

月
か
ら
取
り
扱
う
と
発

表
し
た
。
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
す
る
医
療
機
関
な
ど
へ
普

及
を
目
指
す
。
年
間
１
億
円

の
売
り
上
げ
を
見
込
む
。

　
Ｍ
Ｃ
Ｇ
は
マ
ル
チ
フ
ァ
ン

ク
シ
ョ
ン
カ
ー
デ
ィ
オ
グ
ラ

ム
の
略
。
専
用
の
心
電
計
で

得
た
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
プ
レ
ミ
ア
ハ
ー

ト
に
送
る
。
同
社
は
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
あ
る
約
４
万
人
の

解
析
結
果
と
照
合
し
、
心
電

図
デ
ー
タ
を
５
分
程
度
で
解

析
す
る
。
心
疾
患
の
早
期
発

見
に
貢
献
で
き
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
世
界
で
初

め
て
Ｃ
Ｐ
Ｔ
コ
ー
ド

米
国

保
険
コ
ー
ド

を
取
得
し

た
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
は
全
米
標
準
の

保
険
診
療
報
酬
請
求
に
使
用

す
る
用
語
・
コ
ー
ド
集
。

パ
ソ
コ
ン
な
ど

と
簡
単
接
続

ヤ
マ
ハ
、
デ
ジ

タ
ル
ミ
キ
サ
ー

　
【
浜
松
】
ヤ
マ
ハ
は
パ
ソ

コ
ン
な
ど
と
簡
単
に
接
続
で

き
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
キ
サ
ー

「
デ
ジ
タ
ル
ミ
キ
シ
ン
グ
コ

ン
ソ
ー
ル

Ｖ

ｉ

写

真
」
を
２
０
１
２
年
１
月
に

発
売
す
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ

ル
で
の
接
続
が
可
能
で
、
周

波
数
最
大

の
音
を
最

大

チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
で
録
音

で
き
る
。

　

年
に
発
売
し
た

Ｖ

の
後
継
機
。
想
定
価
格
は

万
円
前
後
と
据
え
置
い
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
用
に
初
年
度
１

０
０
０
台
の
販
売
を
目
指

す
。

　
ミ
キ
サ
ー
は
コ
ン
サ
ー
ト

で
複
数
の
楽
器
や
マ
イ
ク
の

音
を
同
時
に
録
音
し
、
編
集

・
再
生
す
る
装
置
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ

接
続
で
き
る
た
め
、
専
用
の

機
器
や
ケ
ー
ブ
ル
が
必
要
な

い
。
従
来
は
オ
プ
シ
ョ
ン
だ

っ
た
多
様
な
効
果
音
を
出
す

機
能
を
標
準
装
備
し
た
。


